
さまざまな活動が制限され
る中、このような体験ができ
ることは、本当にありがたい
ことです。「みのり会」の方々
のお力をお借りして、今後も  
水やり、草抜き、声かけ等の 
お世話を続けて、大豆を育て 
ながら、多くのことを学んで
いきたいと思っています。 
大豆の成長も、子どもたち

の成長も、両方楽しみです。 

 植え方のコツを教えていただく子どもたち。真剣です！そして、 
とってもうれしそうです。教室では、なかなか見られない顔です！ 

 植え替えの前日までに何度も畑を訪れ、畑
を整えてくださりました。感謝です！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 ６月１０日(木)、１・２・３時間目に分かれて大豆の植え替えをしました。 

６月２日(水)にまいた種は、元気に芽を出し、子どもたちは大喜び。さあ、今度は、学校の北側の畑で

育てていきます。畑は、数日前より「みのり会」の方々が、耕して畝を作ってくださっていたので、とて

もスムーズに植え付けができました。しかも、植えやすいようにと、中央にくぼみをつけてくださってい

たので、初経験の子どもたちでも、美しく、適した深さで植えることができました。 

 一畝、３～４人で協力して、移植ゴテの長さぶんの間隔をあけながら植え付けていきました。説明後、

どうすれば要領よく植え付けができるかを、試行錯誤しながら楽しむ子どもたちの笑顔が輝いていまし

た。そして、そんな子どもたちを温かく見守り、手助けをしてくださる「みのり会」の方々に感謝の思い

で胸が熱くなりました。暑い中、子どもたちのためにご協力いただき、ありがとうございました。 

 


